
肉用牛経営支援事業帳票内容について 

 

帳票イメージ 説明 

 

【１．和牛繁殖技術成績表】※年間分析のみ 

生産技術の内容の総まとめ帳票。 

＜分娩間隔と販売価格の分布図＞ 

一つの点が管内の他農家で、□が当経

営の成績です。青の横線が平均分娩間

隔で、橙の縦線が平均価格なので、赤

点線内がどちらも平均以上です。 

＜生年月別子牛出荷成績＞ 

産まれた季節による子牛出荷成績（価

格と日齢体重）の変動や地域比較をみ

ます。（暑熱対策や保温対策の効果、季

節的な労働力不足等の確認） 

＜子牛成績レーダーチャート＞ 

外側にあるほど子牛成績が良い。 

＜繁殖成績レーダーチャート＞ 

外側にあるほど繁殖成績が良い。 

＜繁殖成績＞ 

当経営実績と、管内平均・目標値との比

較表。 

＜子牛成績＞ 

当経営実績と、管内平均・目標値との比

較表。 

 

【２．繁殖成績等総括表】※年間分析のみ 

・繁殖成績と子牛成績を、前年・地域・全

県と比較し判定。 

「○」は比較値より上 

「 」は比較値と同じ 

「▲」は比較値より下 

・一派的な判定基準と比較しＡＢＣ判定。 

・事業参加者を対象にしたランク付け。 

「Ｓ」は上位 10％ 

「Ａ」は上位 25％ 

「Ｂ」は上位 50％ 

「Ｃ」はそれ以下 



 

【３．子牛販売価格確保の要因分析】 

・右側が母牛についての項目 

（頭数、年齢、産次、分娩間隔、授精、発

情発見効率、子牛分娩頭数、期間内分

娩無し頭数、等） 

・左側が子牛についての項目 

（性別出荷・保留頭数、事故率、性別出

荷成績） 

 

【４．繁殖成績の推移】 

分析期間および過去３年間の繁殖成績

推移グラフ。当年については予測を含

んだ値となります。 

・母牛年齢の推移 

・分娩状況の推移 

・分娩間隔の推移 

・授精回数の推移 

・初回授精日数の推移 

・発情発見効率（授精２回以上）の推

移・・・授精回数２回以上のみの発情発見

効率。 

 

【５．子牛出荷成績の推移】 

・性別出荷月毎の販売価格と日齢体重

および月毎の出荷頭数・保留頭数 

・性別産次別の販売価格と日齢体重お

よび月毎の出荷頭数・保留頭数 

 



 

【６．繁殖牛飼養状況（一覧）】 

分析期間内に飼養していた繁殖母牛の

一覧。 

分娩間隔・授精回数・受胎率・初回授精

日数・発情発見効率・性別子牛出荷成績

の、期間内最終実績及び前回実績。 

色付き部分は、注意項目となります。 

 

【７．子牛の飼養状況】 

分析期間内に飼養していた子牛の詳細

情報。（性別順・生年月日順） 

個体識別番号、名号、母牛個体識別番

号、母牛名号、性別、複産区分、生年月

日、分娩区分、卵子区分、２代祖、移出区

分、移出日、出荷体重、出荷日齢、出荷

日齢体重があります。 

 

【８．月別出荷・繁殖状況】 

月毎に以下の項目があります。 

・飼養頭数状況（移入・移出）として、成

雌牛、育成牛、子牛。 

・子牛出荷（性別・平均値）として、出荷

頭数、出荷日齢、出荷体重、日齢体重、

平均販売価格。 

・繁殖技術（平均または積算）として、平

均分娩間隔、受胎頭数、授精回数、受胎

率、初回授精日数、分娩後未授精頭数、

未授精経過日数、空胎日数、発情発見

効率） 

また、１年間平均値、前年平均値があり、

地域平均値、全県平均値と比較できま

す。 



 

【９．飼養牛の飼養状況（図譜）】 

どの母牛が、いつ、何回授精して、いつ子牛を産んで、その子牛がいつ出荷・保留（死亡）したか、

一目で分かるように図で描いています。 

また、分娩後授精していない母牛の確認もできます。 

例えば、一番上の母牛は、前期の 8/12 に１回授精して、当期の 6/3 に９産目の雄   子牛を分娩。

その後 8/5に１回授精して翌期の 5/23に 10産目の雌   子牛を分娩しています。９産目の雄   子

牛は翌期の 2/14 に販売で移出しています。 

 

 

 


